
（単位：円／玄米60㎏）

対前月比
①/②

対前年比
①/③

対前月比
①/②

対前年比
①/③

北海道 きらら３９７ 15,351 15,350 100% 13,904 110% 長野 コシヒカリ 16,647 16,544 101% 15,899 105%

北海道 ななつぼし 15,414 15,383 100% 13,880 111% 新潟 コシヒカリ（一般） 18,523 18,490 100% 18,178 102%

青森 つがるロマン 15,512 15,579 100% 13,433 115% 新潟 コシヒカリ（魚沼） 24,046 24,021 100% 23,111 104%

青森 まっしぐら 15,152 15,357 99% 13,341 114% 新潟 こしいぶき 16,524 15,881 104% - -

岩手 ひとめぼれ 15,926 15,893 100% 14,346 111% 富山 コシヒカリ 16,982 17,071 99% 16,239 105%

岩手 あきたこまち 15,947 15,858 101% 14,315 111% 富山 てんたかく 15,527 15,671 99% - -

岩手 いわてっこ 15,282 - - - - 石川 コシヒカリ 16,867 16,900 100% 16,092 105%

宮城 ひとめぼれ 16,203 16,413 99% 14,654 111% 福井 コシヒカリ 17,026 17,135 99% 16,036 106%

宮城 ササニシキ 16,717 16,623 101% 14,813 113% 三重 コシヒカリ（一般） 16,862 - - 15,941 106%

宮城 まなむすめ 15,611 15,434 101% - - 滋賀 コシヒカリ 17,142 17,748 97% 15,855 108%

秋田 あきたこまち 16,808 16,942 99% 15,381 109% 滋賀 キヌヒカリ 15,912 - - 15,105 105%

秋田 ひとめぼれ 16,014 16,207 99% - - 鳥取 コシヒカリ 16,582 - - - -

山形 はえぬき 16,144 16,302 99% 14,503 111% 鳥取 ひとめぼれ 15,802 15,833 100% - -

福島 コシヒカリ（中通り） 15,976 - - 14,285 112% 島根 コシヒカリ 16,851 17,249 98% 15,732 107%

福島 コシヒカリ（会津） 17,090 17,831 96% 16,003 107% 岡山 ヒノヒカリ 16,369 - - - -

福島 ひとめぼれ 15,607 15,781 99% 13,671 114% 岡山 アケボノ 16,022 - - - -

茨城 コシヒカリ 16,638 16,432 101% 15,821 105% 広島 コシヒカリ 16,375 16,464 99% 15,112 108%

栃木 コシヒカリ 16,773 16,958 99% 15,579 108% 徳島 コシヒカリ 17,279 - - 14,621 118%

栃木 あさひの夢 15,292 15,413 99% - - 福岡 ヒノヒカリ 15,955 16,113 99% 14,710 108%

千葉 コシヒカリ 16,895 16,864 100% 15,940 106% 大分 ヒノヒカリ 16,444 16,711 98% - -

千葉 ふさこがね 16,294 16,001 102% - - 宮崎 コシヒカリ 18,587 - - - -

16,518 16,579 99.6% 15,178 109%

平成24年産米の相対取引価格（出荷業者）（速報）
（平成24年11月）

参考 参考

産地 品種銘柄 24年11月
①

23年11月
③

24年10月
②

24年10月
②

23年11月
③

産地 品種銘柄 24年11月
①

全銘柄平均価格

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」 

  注：１）相対取引価格は、ア 全国出荷団体、イ 年間の玄米仕入数量が5,000トン以上の道県出荷団体等、ウ 年間の直接販売数量が5,000トン以上の出荷業者と卸売業者等の主食用の相対取引契約 

     （数量と価格が決定した時点を基準としている。）の価格（運賃、包装代、消費税相当額を含む１等米の価格。）であり、その契約数量を用いて加重平均した価格である。 

       その際、新潟、長野、静岡以東（東日本）の産地品種銘柄については受渡地を東日本としているものを、富山、岐阜、愛知以西（西日本）の産地品種銘柄については受渡地を西日本としている 

     ものを加重平均している。 

    ２）また、相対取引価格は、個々の契約数量に応じて設定される大口割引等の割引などが適用された価格であり、実際の引取状況に応じて等級及び付加価値等（栽培方法等）の価格調整が行 

     われることがある。 

    ３）産地品種銘柄は、報告対象産地品種銘柄のうち、月1,000トン以上の取引があったものである。 

    ４）全銘柄平均価格は、報告対象産地品種銘柄ごとの前年産検査数量ウェイトで加重平均した価格である。 
    ５）23年11月は23年産の価格である。 


